
❶保育所等ＩＣＴ化推進事業 11,450千円
保育所等のＩＣＴ化を推進し業務の効率化を図る
➨園児の登園及び降園の管理に関する機能
保護者への連絡を一斉メールで配信
保護者との情報共有が簡単にできる
など

❷新生児臨時特別給付金 32,649千円
鳥栖市に住民票があり
令和2年4月28日以降、
令和３年3月31日までに
出生した新生児のいる世帯に、
新生児1人につき
50,000円を給付
申請受付期間：令和３年４月３０日まで

❸サーマルカメラ導入経費 12,210千円
小中学校及び保健ｾﾝﾀｰにサーマルカメラを導入

❹医療機関等臨時支援給付金 38,348千円
病院：50万円8施設、 薬局：10万円49施設
診療所･歯科：30万円98施設

❺ひとり親世帯臨時特別給付金 43,154千円
１世帯あたり5万円、第2子以降1人につき3万円

※2018年､不妊治療で体外受精で生まれた子どもは5万6979人
(16人に1人が体外受精で生まれた)晩婚化などで妊娠を考える年齢が上がり、
不妊に悩む人々が増え、治療件数も45万4893件と過去最高となった。
公明党は、２０００年に全国で署名運動を行い、約５５万人の署名を政府に提出。
その結果、２００４年に助成制度がスタートしました。。
１月から１回当たりの助成額を３０万円に倍増する予算が計上されています。
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ご挨拶 年末年始を返上し、地域医

療を懸命に支えてくださっている医療
従事者の皆さま・介護従事者の皆さま、

全てのエッセンシャルワーカーの皆さ

まに心より感謝申し上げます。

2021年は、新型コロナウイルス感染症の

終息に向け大変重要な一年だと思います。

『大衆とともに』の立党精神を心に、

一人の声に寄り添い、大好きな鳥栖市のた

めに全力で働いてまいります。

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

12月定例会 補正予算の主なもの

公明党が提出し全会一致で可決
・犯罪被害者支援の充実を求める意見書
・不妊治療への保険適用の拡大を求める

意見書

新生児臨時特別給付金給付事業では、
9月定例会で、池田議員が一般質問し、頂い
たお声を届け、公明党で後押し致しました。



《答弁》ワクチンの保管条件、
接種体制など、今後、具体的な
内容が国から示されたところで、
関係機関と協議してまいりたい。

問≫ワクチンの接種に係る実施体制について
①ワクチン接種の相談と健康被害の対応は？
②住民への接種勧奨や個別通知の考えは？
③集団接種の考えはあるのか？

1.新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症対策

問≫ 本市はどのようなデジタル社会を、
目指そうとしているのか？

《答弁》 コンビニ交付サービス、がん検診のオ
ンライン予約、証明書交付手数料の電子マネー
決済導入などを実施してきた。
デジタル技術を活用した行政サービスの向上を
図ることで、市民の利便性向上、行政運営の簡
素化及び効率化を推進する。

《答弁》新型コロナウイルス感染症の拡大防
止策による事業経営の負担を少しでも軽減で
きるように、検討してまいりたい。

問≫ 事業者に対する新たな支援策は、打ち出さ

れていない。再び感染が拡大しはじめ、苦境に立

たされてる。早急に飲食店を支援する必要があ

るが、市長の見解は？

1.新型コロナウィルス感染症対策

２．本市が進めているデジタル化

３．ＧＩＧＡスクール構想

４．肢体不自由者運転

免許取得支援

1 2月定例会◆一般質問◆

新生児臨時特別給付金事業 32,649千円

◆新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、外出自粛

など様々な不安を抱えながらも、特別定額給付金の

給付対象とならなかった新生児のいる子育て世帯を

経済的に支援する目的として実施する市独自の事業

◆令和２年４月２８日から令和３年３月３１日までに

生まれ、出生届または転入届により鳥栖市に令和３年

３月３１日までの住民登録をした子どもを対象

保育所等ICT化推進事業 11,450千円

◆保育士の業務負担軽減を図る

・保育計画や記録の作成と管理に関する機能

・園児の登園及び降園の管理に関する機能

・保護者との連絡に関する機能等を有するシステム

◆公立保育所と私立保育所等で導入

◆複数の保育計画等の手書き書類作成が減る

◆児童の登園・降園の時間がシステムで自動的に管理

◆休園等の電話対応が減る

2021年 １２月 定 例 会 ◆議案質疑◆

問≫ コロナに感染しているかもしれないと
不安を抱える中、発熱等の症状がある場合、
夜間の対応はどうなっているのか？

《答弁》 佐賀県では、11月1日から、かかりつけ
医等に電話で相談をする体制に移行し、かかりつ
け医がない場合などは、「受診・相談センター」に
相談することとなった。深刻な症状であるなど夜
間にも対応が必要な緊急の場合は、救急指定病
院への受診や、救急搬送を依頼することとなる。

2.本市が進めているﾃﾞｼﾞﾀﾙ化

問≫ 子育て支援のツールとして、母子手帳アプ
リの導入は、赤ちゃんだけではなく、ご家族への
支援につながる。本市の見解は？

《答弁》県が企業と業務協定を結んだ
アプリは各市町等からの意見等を集約し、
令和3年度中には試験運用を始める予定。
県の動向に注視し、市も提案していく。



問≫ 車椅子生活をしている高校3年生の子ども

を持つお母様より、免許をなんとか取らせたいと

のご相談を受けました。自動車運転免許補助金

制度の支援内容と免許取得までの流れは?

４．肢体不自由者運転免許取得支援

《答弁》自動車運転免許取得費補助金、身体
障害者自動車改造費補助金は、取得費用に対
し10万円を限度として補助を行う。
運転免許センターで、適格要件の判定が必要。
受け入れ可能な教習所は、各自で確認。
教習所に車がない場合は、改造車を持ち込む。

《答弁》本市の子どもたちの実態に合わせた
活用ができるよう、学校現場の声を大切にし
発達段階に応じた活用の仕方を探っていく。

問≫ 小学校低学年のタブレット端末活用に
ついて教育委員会の見解は？

《答弁》タブレット端末導入により、学びに
くさを抱える子どもたちへの支援がより一層
充実していく。先行事例や文部科学省より出
された活用事例などを参考にして、本市の子
どもたちのニーズによりよくこたえていくこ
とができるよう研究を進める。

問≫ 発達障がいのある子どもなど、支援級
の児童生徒へのタブレット端末の活用を推進
して頂きたいが、本市の見解は？

《答弁》本市は、チャットで日々の様子を
担任とやり取りしたり、リモートで一部授業
を配信したりするなど、先進的な取組を始め
た学級もある。不登校児童生徒への
タブレット端末活用による
学習支援について、
体制づくりを含めて、
不登校状態の改善に向けた
取組をできることから始める。

問≫ 希望する不登校の子どもたちへのＩＣ
Ｔを活用した学習支援を行って頂きたい。
本市の見解は？

《答弁》タブレット端末１人１台の整備を踏
まえて、ICT支援員の配置について検討する。

問≫ ＩＣＴ教育・ＧＩＧＡスクール構想を
軌道に乗せるためにも授業などをサポートす
るＩＣＴ支援員が必要だ。本市の見解は？

《答弁》過去５年間の補助金交付の実績は、
10名のうち、肢体不自由の方は平成27年度に
１名、平成28年度に１名の計２名に交付して
いる。２名が行かれた教習所は、県内と県外
それぞれ1ヵ所である。

問≫ 運転免許を取得した肢体不自由者の過
去5年間の実績は？どこの教習所に通ったか?

問≫ 県内は、基山ドライビングスクール。電話で
確認したところ、受け入れはできるが、改造車を
持ち込み、繁忙期を外して欲しいとの事(12月～
3月)。佐賀県には、身体障がい者用の教習車を
完備している教習所はない。改造車両を持ち込
まなければ、教習所に入校できない。
NPO法人｢ドリーム・ロード」様は、県の助成金
を活用し「肢体不自由者運転免許取得支援プロ
ジェクト」で改造車両を10万円で貸出している。
その費用負担が発生する。
健常者と同じスタートラインに立つためには、支
援が必要だ。免許取得をする際の補助を
事前に支援して頂きたいが、本市の見解は？

《答弁》運転免許取得にあたって、自動車運
転免許取得費補助金交付を行っている。
この制度は自動車運転免許を取得したことに
対する補助金で免許取得後に交付している。
身体障害者の肢体不自由者に対し、一定の要
件はあるが、10万円を限度として身体障害者
自動車改造費補助金交付事業を行っている。

3.ＧＩＧＡスクール構想

《答弁》タブレット端末は、全ての小中学校
へ、校内LAN回線とあわせて３月末までに整備
完了予定。４月から運用開始できるように進
めている。

問≫ タブレット端末導入と今後のスケ
ジュールは？

サガテレビかちかちPressより
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日頃の活動は、とびまつ妙子のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
Facebook・Twitter・LINEで♪

次期衆院選(比例)九州・沖縄ﾌﾞﾛｯｸ 吉田久美子さん出馬へ
党女性局次長。男女共同参画社会の実現をめざし、
ＳＤＧｓ達成を推進する「福岡ミモザの会」代表。
鳥栖中学校、鳥栖高校、佐賀大学教育学部卒。
鳥栖市生まれ。福岡県筑紫野市在住。
夫、1男1女、義母の5人家族。57歳。

11月21日 「肢体不自由者運転免許取
得支援サポート」 をされているNPO法人
ドリーム・ロード船津理事長、
オートガレージ江下の江下代表と。
佐賀県では、改造車を持ち込まなければ、
肢体不自由者は教習所に入校できませ
ん。改造に約70万円ほどかかり、免許を
とる前に、高いハードルがありました。
ﾄﾞﾘｰﾑ･ﾛｰﾄﾞ様の活動により、10万円のレ
ンタルで改造車の支援を受けれるように。

11月児童虐待防止推進月間
ｵﾚﾝｼﾞﾘﾎﾞﾝ街頭演説を実施

佐賀県女性局の皆さん、
大変に有難うございます。

12月街頭演説を実施

11月29日コロナになって初めての

市子連のドッジビー大会を開催☆

田代公園の整備事業が終わりました。

鳥栖中学校
の同級生
友達（*^^*)

(トビトビなるままに)
箱根駅伝 創価大学に感動！！ 🎊

失明の可能性もある網膜色素変性症と

闘う嶋津雄大選手と永井大育選手は、

環境が整った創大で努力を重ね箱根で

総合準優勝。障がいは、環境が整えば

互角に闘える事を実感。

船津理事長

江下代表

11月14日
九州女性議員オンライン会議
女性委員会で、菅総理に提言
した政策（不妊症・不育症など)
について、古屋範子委員長より
学びました。


